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ら考えると、Berry, Hensel, and Burke（1976）をインターナル・マーケティングの起源と考えるのが妥
当であろう。
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出所：Ahmed and Rafiq, 2002, p. 111を参考に筆者が作成。
















































出所：Saad and Ahmed, 2010, p. 133





































出所：Saad and Ahmed, 2010, p. 137



























































































































からサービス優位の視点に移っているとするもの（Vargo and Lusch, 2004）、サービスは
商品より重要である（優れている）とするもの（Vargo and Lusch, 2006）、サービスを商
品と対比させ、価値の提供ではサービスを中心に考え、商品はその付随的なものとするも
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